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生徒会による平和学習！ 
 今日8月6日は、「広島原爆の日」です。今日の登校日には、生徒会による平和学習
が行われました。暑さ対策も含めて各学年の教室に生徒会執行部２～３名が出向き、自
作のスライドを使って進めてくれました。昨年度までは広島への原爆投下に関する内容
を中心に進めていました。しかし、最近では戦禍のウクライナについてニュースで取り上
げられることも少なくなってきたこともあり、今年度はこれまでの内容を見直し、世界の
戦争に目を向け、現在も世界各地で行われている戦争について課題意識をもって平和学習
を進めようということになりました。ただ現状を知るだけでなく、今も遠い国のどこかで
爆弾やミサイルなどの攻撃を受け、命を奪われている人々を想像しながら、自分たちにで
きることは何か考えていきました。そして最後に平和の願いを込めて折り鶴を折る活動を
行いました。この折り鶴は、平和公園に届ける予定にしています。 

   
 
 

キャリア・スタート・ウィークに向けて！ 
江田島市では8月20日（火）～22日（木）の三日間、「見つけ出せ 想像以上の 可能性」というキャ
ッチコピーのもと、中学2年生が、市内の事業所の協力を得て職場体験学習を行います。この取組は、生
徒にとって社会で働くこと、そこから学ぶこと、生きることなどについて実体験を通してキ
ャリア教育の観点からも大切な取組の一つです。 
本校の生徒も決意表明書（就職活動でのエントリーシートのように仕事対する自分思いな
どを表しています）を書いたり、生徒自身が受け入れ先の事業所に事前訪問のお願いの電話
をかけたりしながら本番に向けて準備しています。 
今日は、本校の制服を取り扱う株式会社トンボの社員の方を講師に迎え、マナー講座を開きました。あ
いさつの仕方や言葉遣いなど接遇全般の基本的な動作などを教えていただきました。今回学んだことを本
番でも活かしながら充実した職場体験学習にしていってくれることを期待しています。 
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【学校教育目標】「誠」を校訓として、人間性豊かな、たくましい生徒の育成につとめる 

～「時を守り」「場を清め」「礼を正す」～ 



江田島市とスポーツの関わりを学ぶ！ 

 7月22日（月）に大柿地区歴史資料館・江田島市灘尾記念文庫で「市政施行 20周年記念 令和
6年度江田島市ふるさと再発見事業～地域と共に歩む～ 海上自衛隊第１術科学校教育参考館特別
展」の開会行事が行われました。本校の全校生徒が招かれ、江田島市出身で2012年ロンドンオリ
ンピックの陸上競技20㎞競歩種目に出場した西塔拓己さんの講演「目標に向かって仲間と一緒に一
歩ずつ」を聞きました。講演の中で、西塔さんが競歩に取り組むきっかけや仲間との出会い、自分を
変えるのは自分の考え方次第であることなどを話され、これから自分の夢に向かって進む中学生には
とても良い学びの機会になりました。西塔さんの言葉について大柿中学校ホームページの柿中日誌の
欄に掲載しています。開会行事後、館内の数々の貴重な展示資料を見学しながら江田島市とスポーツ
の関わりを感じていました。 

 

 

７月に行われた大会・コンクールの結果 
 

3年生はこれまでの練習の成果を披露する最後の場を目指し、先生たちもそれ
を支えながら厳しい暑さの中頑張っていました。結果はそれぞれでしたが、大会
やコンクールに向けた練習に取り組む姿からも大きな成長を感じました。 
  

＜第 73回安芸郡・江田島市中学校夏季大会の主な結果（７月 20、21日、27、28日）＞ 
【野 球 部】 第１位（１回戦 対 海田中７-０、準決勝 対 府中緑ヶ丘中５-１、決勝 対 熊野中８-２） 
 
 
 

【ソフトテニス部】 男子団体戦 第１位（１回戦 対 熊野中 2-1、準決勝 対 安芸ＳＴＣ ２-０、 
決勝 対 海田中 ２-０） 

女子団体戦 １回戦敗退（対 府中中1-2） 
男子個人戦、女子個人戦とも1回戦終了後、炎天下により競技続行不可能なため中止 

【陸  上  部】 男子１年 1 5 0 0 m 第４位  １年  吉岡 昇太郎  
        男子共通 走り幅跳び 第8位 3年 谷岡  鵬晶 
 
＜第 65会広島県吹奏楽コンクール（８月２日）＞ 
【吹 奏 楽 部】 中学校小編成部門 銅賞 

 

 これからは、ほとんどの部活動は3
年生が引退して新チームや新体制で活

動していきます。2年生（1年生だけの部活
もありますが）がリーダーシップを発揮し
てさらなる成長を期待したいですね。 

中国新聞７月 26日(金)掲載 


